
一般財団法人マリンオープンイノベーション機構



事業名

開催日時

開催内容

及び開催会場

同時開催イベント

主催

共催

協賛

後援

来場者数

BLUE ECONOMY EXPO＠Suruga Bay

令和６年７月17日（水）～7月18日（木）

■海の未来会議@駿河湾

会場：清水マリンビル7階

内容：国内外から集結した有識者たちによる海洋経

済（ブルーエコノミー）に関する国際会議を開催し

ました。

■海のEXPO@駿河湾

会場：清水マリンターミナル2階 多目的ホール

内容：多種多様な海洋産業が一堂に会した展示会が

行われ、「海洋」に関わる技術や情報を発信いたし

ました。

■ローカルエリアネットワーク会議

□Ocean Biz 2024

□SDGsアクアリウム

一般財団法人マリンオープンイノベーション機構

静岡県、静岡市、静岡商工会議所（新産業開発振興

機構・海のみらい静岡友の会）、東京工業大学 超ス

マート社会推進コンソーシアム、デロイト トーマツ

コンサルティング合同会社

ORNIS株式会社、沖電気工業株式会社

内閣府総合海洋政策推進事務局、文部科学省、水産

庁、国土交通省科学

延べ 2,518人（２日間合計）、

【開催概要】

ご来場いただき誠にありがとうございました。

ご参加いただきました皆様、ご協力いただきました皆様に

深く感謝申し上げます。



◆開催にあたり、開会式を清水マリ
ンターミナル２階多目的ホールで執
り行い、御来賓として鈴木康友静岡
県知事をはじめとする方々に出席い
ただきました。

◆式では当機構の松永是代表理事よ
り御挨拶を申し上げ、当イベントを
通じて静岡の地からブルーエコノ
ミーをより一層推進していく決意を
あらためて表明しました。

◆開催記念として、東海大学海洋研
究所長平朝彦先生に、「人新世にお
ける駿河湾～今、何が起っているの
か～」というタイトルで御講演いた
だきました。

◆講演では駿河湾という世界に他
に類を見ない地域（ホットスポッ
ト）をテストフィールドとした、
人間活動と深海を直結するメカニ
ズム「海底混濁流」の研究につい
て紹介されました。

■ 開会式



■ 海の未来会議＠駿河湾

◆海の未来会議では２日間にわたり
国内外の有識者２５名によるブルー
エコノミーに関する発表とディス
カッションが行われました。

◆会議の冒頭で、国際的なブルーエ
コノミークラスター「Blue Tech 
Cluster Alliance(BTCA)」の中心
的存在であるポルトガルのFórum 
Oceano代表Ruben Eiras氏へ、当
機構のクラスターへの参加意向表明
書を手渡しました。

◆駿河湾スマートオーシャン議員連
盟の会長を務める上川陽子衆議院議
員（静岡１区選出）からビデオメッ
セージにて御祝辞をいただきました。

◆会議では当機構の五條堀孝研究所
長を議長に、白熱した議論が展開さ
れました。



■ 海の未来会議＠駿河湾



◆難波 喬司 静岡市長による
「駿河湾を活かしたブルートラン
スフォーメーション国際拠点の形
成」の講演の様子。

◆（写真手前から順に）
Matt Classen氏【米国】
Ruben Eiras氏【ポルトガル】
Kristin Iglum駐日大使【ノルウェー】
は会場で講演してくださいました。

◆国際オンライン中継で豪州から
３名の参加がありました。
Steve Clark氏（写真左上）
Allison Lewin氏（同右上）
Penny de Vine氏（同下）

■ 海の未来会議＠駿河湾

◆未来会議のメインセッションでは、
笹川平和財団 理事長 角南 篤 氏に
「海洋の課題と解決に向けた取り組
み～駿河湾から世界の「ブルーエコ
ノミー」を～」と題して基調講演を
御披露いただきました。



◆会議の講演者、聴講者合わせて
二日間で延べ２６２名の方に御参
加いただきました。

■ 海の未来会議＠駿河湾

第1日目 記念写真 第２日目 記念写真

◆国立研究開発法人海洋開発研究
機構 理事長 大和 裕幸 氏には、
JAMSTECが取り組む海洋
STEAMプロジェクトについての
講演を行っていただきました。

◆「Bearkthrough Innovation 
for Blue Economy –IOWN-」に
ついて講演する日本電信電話株式
会社 副社長 川添 雄彦 氏。



■ 海のEXPO

◆全国各地からバイオ、ロボティクス、情報・通信などに関わる46の企業・

団体様に出展いただき、ブルーエコノミーに特化した展示会を開催しました。

◆（一社）日本水中ドローン協会様のブースには水中ドローン企業13社と

水中ドローンの活用を進める２自治体が

集結し、常に多くの来場者でにぎわって

いました。

◆展示会場内の特設ステージでは

出展者によるプレゼンも行われ、

17の企業・団体担当者による自社

製品や企業活動の取組み事例が披露されました。写真は、オーシャンソ

リューションテクノロジー株式会社（佐世保市）田村様によるプレゼン

の様子。



■ 海のEXPO



■ ローカルエリアネットワーク会議

◆ステージイベントの最後で「ローカルエリアネットワーク会議」と

題し、海洋に関する各自治体の取組紹介や意見交換を実施いたしまし

た。

◆函館市、福島県、横浜市、神戸市、山口県、長崎県、佐世保市、静

岡県、静岡市の担当者に御出席いただき、今後も連携を図っていくこ

とで合意しました。



◆Ocean Biz 2024
清水港実証フィールドで水中ド
ローンのデモンストレーション
を実施しました。12社の水中
ドローンが実際に海の中で動く
様子を観察していただきました。

◆SDGsアクアリウム
活魚輸送トラックを用いた「お
さかなトラック」を設置し、来
場者に駿河湾で暮らす海のいき
ものを観察していただきました。

■ さいごに

今年7月でマリンオープンイノベーション機構が設立されて５年が経
ちました。節目となるこの時期に、当機構主催で初めてこのような大型
イベントを開催することができましたこと感謝申し上げます。

引き続き、ブルーエコノミーの発展のために活動を続けてまいります
ので、どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。

■ 同時開催イベント
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